職員ワークショップで浮き彫りになった課題への対応（案）
１　手引きの構成
（１）「Ⅰ市民参加の準備体操」
　　・　何を市民参加というのかについては，明確な答えを用意することは難しいので，コラムで職員の経験談やQ&A方式にする。

　
・　P６のチェックリストは，心構えを並べることとし，チェックリストはパブリック・コメントなどの取組ごとに作成する。
・　「２なぜ市民参加が必要なのか」の「時代の潮流」はおかしい。「消費者（ユーザー）としての市民」があるように，「オーナーとしての市民」も記載されるべき。

・　「３市民参加の取組」の「日常の仕事から考える市民参加」に窓口業務などの微妙なところも記載されているが，ここには参加の形態やツールをプロットした散布図を掲載してはどうか（札幌市を参考）。また，これまでの市民参加の蓄積を追加する。
・　プロセス別の整理，手法別の整理，政策分野別の整理などができるのではないか。

・　散布図内にリファレンスを付けて該当ページに飛ばすような作りに。

・　２，３をしっかり書き込むことができれば４は不要ではないか。
・　「５具体的な取組姿勢や検討事項」は，ワークショップのことなので，この「Ⅰ」以外の場所に移して，Ⅰでは削除。
（２）「Ⅱ市民参加の第1歩」及び「Ⅲ市民参加の拡げ方」

・　「Ⅱ市民参加の第1歩」と「Ⅲ市民参加の拡げ方」は１つの項目に整理する。

（３）「Ⅲ市民参加の拡げ方」
・　「４ワークショップ」単独の項目があるが，これは市民参加の手法の一つであり，審議会やパブリック・コメントと同列ではない。「５その他」に入れるといいのではないか。

２　職員から出た悩みや手引きの記述上の課題について（以下「○」が職員の意見）
○市民は市民参加を求めていないのではないか。

○行政主導で行わなければならないものもあるのではないか。

→　市民がしたくなければしなくていいが，それにより生活は悪くなる。関わりを持つことの良さを伝えられるようなものに。できるだけハードルを低くして参加しやすいつくりにしようという書きぶりに。
→　オーナーとしての市民に信託された面ではその責任を果たすこと，一方ユーザーとしての市民に対してはユーザーの満足度を上げること，というようなことではないか。

○市民参加はどの程度必要なのか。

→　答えはない。場面によって違うものなので，その都度考えようというもの。

→　こういうときは，こうしたという事例を例えばコラムとして入れ，共感できるものにできないか。

○すべての職員で市民参加が必要なのか？

→　権力行使であっても，その背景に市民の信託がある事などの記述ができるのではないか。

→　職場によってチェックリストのバリエーションを揃えることはどうか。

○市民と行政との関係は，「対等」「パートナー」でよいか。

→　それぞれ違うミッションを持つ主体が協働するときは「対等」という考え方が生まれる。同じことをしても，相手によっては「協働」になり，また「参加」になりうる。明確な回答は難しいので，コラムで，相手とミッションを共有しているのか，協力的であるのかについて「相手をよく見よう」というようなことを記述する。

３　その他

　・　表紙の言葉「市民とのパートナーシップによる市政とまちづくりを進めるために」をもう少し目的が分かるような言葉にしてはどうか。INCLUSIVE DESIGN※で使われていた「人々の参加による社会の革新を目指す」という言葉や分かりやすいデザインが参考になると思う。

※　障害のある人や高齢者といった身体的に特別なニーズをもつ人の課題だけではなく，貧困や環境問題，災害など，さまざまな社会的な課題に対してデザインによる解決をめざす実践のこと
４　作成までのスケジュール
①　第３４回の全体会議で札幌市などの他都市の手引きを参考としつつ，京都市の手引きの方向性を議論する。
②　議論結果を踏まえ手引き案を作成する。
③　②を素材に第２弾の職員ワークショップ（ベテラン職員編）を開催

④　職員ワークショップの結果を踏まえて，部会で議論し修正

⑤　第３５回の全体会議（３月開催予定）で議論をし修正　⇒　３月中に完成
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※市民参加の手法や機能を一覧化し，該当するページが分かるようにリファレンスをつけることで，見やすさと分かりやすさに配慮する。
参考札幌市「情報共有、市民参加の参考事例集」
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